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中学校・幼稚園で卒業式
　どんな困難があっても立ち
向かい乗り越えていって欲し
い。
　やってはいけないことはど
んな誘惑があってもやらな
い。
　自分が進むべき目標を見失
う事の無いように一歩一歩進
んでください。



広報
いずみざき 2

歳入内訳

平成30年度　当初予算

性質別歳出 目的別歳出

人件費
5億9,901万4千円(16.4%)

公債費
３億5,894万5千円
(9.8%)

扶助費
3億451万2千円
(8.3%)

普通建設事業費
８,475万3千円(2.3%)

災害復旧事業費
3億7,470万9千円(10.3%)

物件費
10億1,930万6千円
(27.9%)

繰出金
３億1,376万
9千円(8.6%)

補助費等
5億5,852万5千円(15.3%)

積立金
451万2千円(0.1%)

維持補修費
2,288万4千円(0.6%)

投資及び出資金
107万5千円(0.0%)
貸付金
300万円（0.1％）
予備費
1,000万円(0.3%)

義務的経費

投資的経費

1２億６,247万１千円
　　   （3４.５％）　

４億５,９４６万２千円
　　（1２.６％）

その他の経費
１９億３,３０７万１千円
　　（52.９％）

36億5,500万円
歳　出

議会費
6,331万3千円(1.7%)

総務費
3億6,986万1千円(10.1%)

民生費
7億5,478万6千円
(20.6%)

衛生費
3億5,722万
3千円(9.8%)

農林水産業費
5億1,644万7千円(14.1%)

商工費
4,776万3千円(1.3%)

土木費
1億825万7千円(3.0%)

消防費
1億7,754万円
(4.9%)

教育費
5億1,612万6千円
(14.1%)

災害復旧費
3億7,470万9千円(10.3%)

公債費
3億5,894万5千円(9.8%)

労働費　
3万4千円(0.0%)

36億5,500万円
歳　出

予備費
1,000万円(0.3%)

県支出金 ５億７,41６万５千円 (15.7%)

地方交付税
８億９,55０万円 (24.5%)

村債
１億７,29０万円 (4.7%)

国庫支出金
 ４億５,64４万１千円 (12.5％)

その他
１億６,12１万３千円 (4.4%)

依存財源
2２億６,０２１万９千円

（６１.８％）

村税
１０億９,77７万５千円（30.0％）

繰入金
１億１,99８万６千円（3.3％）

繰越金
１億円 (2.8%)

使用料・手数料
4,26６万５千円 (1.2%)

その他
3,43５万９千円 (0.9%)

３６億５,５００万円
歳　入

自主財源
１３億９,478 万５千円
（３８.２％）

　一般会計予算の総額は36億5,500万円で前年度と比べて5億2,840万円（12.6％）減額となりました。主な要因は総
務費、農林水産業費、土木費等の減額によるものです。
　特別会計予算の総額は15億3,870万円で前年度と比べて1億2,407万円（7.5％）減額となりました。主な要因は、
国民健康保険特別会計等の減額によるものです。
　また、急激に進行する少子化に対応し、人口減少対策と地域経済縮小の克服を図るためさまざまな施策を推進
することが喫緊の課題であるため、より一層中長期的な視点に立って行政課題の解決へ向けて取り組んでいきま
す。
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１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われるお金
１人当たりの
　　村税の負担額　167,932円
　　使われるお金　559,125円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　475,845円
　　使われるお金　1,584,309円

※平成３０年３月１日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6,537人
　　　世　帯：2,307世帯

特別会計
特別会計は、特定の収入で特定
の事業を実施するための会計で
す。一般会計と区別することで、
それぞれの事業の収支や運営実
績を明確にすることができます。
村には、国民健康保険や農業集
落排水処理事業など５の特別会
計があります。

区　　分 Ｈ30当初予算額 Ｈ29当初予算額 増 減 率

 国民健康保険 7億2,834万9千円 8億8,061万8千円 △17.3％

 後期高齢者医療 5,526万9千円 5,198万6千円 6.3％

 介護保険 5億4,707万9千円 5億2,971万2千円 3.3％

 介護老人保健施設 43万9千円 43万9千円 －

 農業集落排水処理 2億756万7千円 2億2万円 3.8％

合　　計 15億3,870万3千円 16億6,277万5千円 △7.5％

企業会計
企業会計は、地方公共団体が社
会公共の利益を目的に経営する
地方公営企業の会計です。主に
利用者が支払う料金収入で事業
を行っています。

水道事業：資本的収入額が資本
的支出額に対し不足する額1億
626万8千円は当年度分損益勘
定留保資金4,368万円及び過
年度損益勘定留保資金6,258
万8千円で補てんします。

住宅用地造成事業：資本的収入
額が資本的支出額に対し不足す
る額6万4千円は当年度分損益
勘定留保資金6万4千円で補て
んします。

工業用地造成事業：資本的収入
額が資本的支出額に対し不足す
る額1万8千円は当年度分損益
勘定留保資金1万8千円で補て
んします。

区　　分 Ｈ30当初予算額 Ｈ29当初予算額 増 減 率

 収益的収入 2億5,564万円 2億4,039万2千円 6.3％

 収益的支出 2億809万3千円 2億1,112万8千円 △1.4％

 資本的収入 5千円 5千円 －

 資本的支出 1億627万3千円 1億1,355万2千円 △6.4％

水道事業

区　　分 Ｈ30当初予算額 Ｈ29当初予算額 増 減 率

 収益的収入 193万4千円 148万6千円 30.1％

 収益的支出 241万6千円 146万8千円 64.6％

 資本的収入 0円 0円 －

 資本的支出 1万8千円 2億5,630万2千円 △99.99％

区　　分 Ｈ30当初予算額 Ｈ29当初予算額 増 減 率

 収益的収入 1億1,420万2千円 1億2,632万円 △9.6％

 収益的支出 6,532万2千円 7,768万2千円 △15.9％

 資本的収入 0円 0円 －

 資本的支出 6万4千円 3,510万8千円 △99.8％

住宅用地造成事業

工業用地造成事業

１人当たりに使われるお金の内訳　※歳出予算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
56,580円

民生費
115,464円

公債費
54,910円

教育費
78,955円

農林水産業費
79,004円

衛生費
54,646円

土木費
16,561円

消防費
27,159円

商工費
7,307円

議会費
9,685円

労働費
5円

災害復旧費
57,321円
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貯金
（積立金）

村の貯金は14億6,027万円となる予定です。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　平成２９年度末の見込み額は１５億７,５１７万円で平成２８年度末より１億５,３０３万円増加する見込みです
が、平成３０年度は歳入不足を補うため、財政調整基金１,７９０万円及び減債基金９,９００万円を取り崩す予定
です。このため平成３０年度末基金残高は１４億６,０２７万円となる予定です。
　村民１人当たりに換算するとおおよそ２２万３千円となります。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　平成２９年度末の起債残高は６０億６,６９４万円となる見込みで前年度より減少しました。また、平成３０年
度末の起債残高は、元利償還により３億５,５７３万円減少し、５７億１,１２１万円となる予定です。
　村民１人当たりに換算するとおおよそ８７万３千円となります。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は57億1,121万円となる予定です。
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10億4,131万円

14億2,214万円

平成30年度平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
（見込額） （予定額）
平成29年度

15億7,517万円

4億5,363万円

0

20

40

60

80

100
（億円）

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
（見込額） （予定額）
平成29年度 平成30年度

一般会計 病院事業会計 水道事業会計 農業集落排水処理事業特別会計

80億8,326万円

75億3,338万円
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平成30年度の主な事業（一般会計）

除染対策事業� 2億8,835万円
道路等側溝堆積物撤去処理支援事業� 8,492万円

　災害復旧費　3億7,471万円

賃貸住宅建設事業工事� 1,340万円
防犯灯ＬＥＤ電灯交換事業� 108万円

　総務費　3億6,986万円

児童措置費� 1億2,028万円
障がい者自立支援事業� 1億1,683万円
乳幼児・子ども医療費助成� 3,242万円
重度心身障がい者支援事業� 1,381万円
地域生活支援事業� 402万円
緊急通報体制等整備事業� 321万円
食の自立支援事業� 217万円
紙おむつ給付事業� 202万円
結婚新生活支援事業� 151万円
第3子以降出産祝品贈呈事業� 140万円
ひとり親家庭医療費助成事業� 121万円

　民生費　7億5,479万円

各種健康診査� 2,028万円
各種予防接種� 1,502万円
第2次救急医療機関支援負担金� 360万円
健康泉崎21計画・食育推進計画策定事業� 175万円
線量計等緊急整備事業� 91万円
ホールボディカウンタ運営負担金� 37万円

　衛生費　3億5,722万円

泉崎駅構内東西自由通路整備事業基本設計業務� 2,000万円
踏瀬・中新城線道路改良工事� 1,267万円
十八夜山・山崎山線道路拡幅工事� 1,014万円
上水道計装盤システム更新工事� 908万円
谷地久保地区造成工事� 900万円
泉崎駅東口開発配水管布設工事� 604万円

　土木費　1億826万円

農業水利施設等保全再生事業� 3億1,300万円
産地パワーアップ事業� 5,533万円
多面的機能支払事業� 4,080万円
森林整備計画事業� 1,800万円
農村地域防災減災事業� 540万円
生菌剤飼料添加事業� 300万円

　農林水産業費　5億1,645万円

消防車両更新事業� 4,905万円
Ｊアラート新型受信機設置工事� 395万円

　消防費　1億7,754万円

カントリーヴィレッジ・ターミナル指定管理委託� 1,650万円
泉崎村収穫感謝祭� 222万円
いずみざき桜ウォーク� 104万円

　商工費　4,776万円

　教育費　5億1,613万円

学校給食費助成事業� 2,046万円
さつき公園整備寿命化整備事業� 1,600万円
基礎学力向上推進事業� 1,051万円
図書購入費� 500万円
ＩＣＴ教育機器整備事業� 302万円
クロスカントリーコース整備事業� 300万円
家庭保育支援給付金支給事業� 300万円
教育支援体制整備事業� 238万円

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
住宅からビルデング
まで工場・オフィス
店舗・内外塗装工事

＊見積り無料
   （新築・リフォームも）
　お電話お待ちしております

看板の事なら何でも
福島県屋外広告業届出　第 30015 号

〠969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字寺前 71
TEL・FAX　0248-53-4355

小林工芸
(     ) (    　　  )看板 　　　　エアーブラシ設計
施工

アンドン
イラスト、他



住民福祉課

杉田　久美子 参事兼課長�北澤　茂

課長　田崎　　洋

参事兼課長�星　雅之箭内　憲勝久保木　正大
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教　育　長 学校教育グループ

生涯学習グループ

(兼）G長　北澤　　茂
主任主査　蓮沼　純子
主　　査　瀬戸　隆行
主　　査　半澤　秀典
主　　事　北住　大輔

(兼）G長　北澤　　茂
主　　査　嶋村　一志
技 能 員　木野内　靖
嘱　　託　佐々木郁子
非 常 勤　佐藤　　勇
非 常 勤　本柳　春治
非 常 勤　本柳　勝利

教　育　課

平成３０年度行政組織機構図
平成３０年４月１日付けの人事異動により、新たな役場の職員体制をお知らせいたします。

総　務　課村　　　長 副　村　長

総　務　課 総　務　G 53-2111
総　務　課 企画財政G 53-2409
総　務　課 税　務　G 53-2113
住民福祉課 福　祉　G 54-1333
住民福祉課 住　民　G 53-2112
事　業　課 建設水道G 53-2114
事　業　課 産　業　G 53-2430
農業委員会事務局 53-2430
会　計　室 53-2731
議会事務局 53-2499

事　業　課
参事兼課長�松川　和孝

直通電話番号表

総　　務
グループ

（兼）Ｇ　長　星　　雅之 主　　幹　木野内　巌 主　　事　辺見　美穂
主　　事　有賀　直樹

第　　一
小 学 校

講　　師　橋本　文子 支 援 員　関根　智美 支 援 員　新田　良子
非常勤講師　藤本　史子 非常勤講師　佐野　美紀 用 務 員　中野目美恵子

第　　二
小 学 校

講　　師　佐藤かなみ 支 援 員　鈴木　菜織 非常勤講師　志賀　松平
用 務 員　田崎　那々

中 学 校 講　　師　遠藤　友子 支 援 員　中澤はるみ 用 務 員　田崎　尚輝

トレーニング
センター

（さつき公園）
嘱　　託　本柳　征一 嘱　　託　中畑　明吉 臨　　時　本柳　光一

中 央
公 民 館

館　　長　古宇田榮増 主任主査　岡崎　啓子 主任主査　武田　俊弘
主任主査　小玉真由美

図 書 館
（兼）館　長　北澤　　茂 嘱　　託　野﨑　珠美 嘱　　託　鈴木美枝子
臨　　時　溝井　美紅

企画財政
グループ

Ｇ　　長　緑川　利昭 主任主査　小林　直義 主任主査　松山　富継
主任主事　水野　拓徳

建設水道
グループ

（兼）Ｇ　長　松川　和孝 主　　幹　佐川　裕貴 主任主査　橋間　亮一
主　　事　熊田　有真 主　　事　渡辺　　学 嘱　　託　松村久美子

産　　業
グループ

（兼）Ｇ　長　松川　和孝 主　　幹　田崎　寿之 主任主査　円谷　輝彦
主任主査　小玉　猶敏 主　　査　西槇　健一 主　　査　大河原　郷
嘱　　託　本栁　実希

選挙管理委員会 事 務 局
（兼）書記長　星　　雅之 （兼）書記次長　緑川　利昭 （兼）書　記　木野内　巌
（兼）書　記　辺見　美穂 （兼）書　記　有賀　直樹

会　計　室 会 計 室 （兼）室　長　星　　雅之 主　　幹　遠藤貴美雄 嘱　　託　小松　朋美

農業委員会 事 務 局 （兼）局　長　松川　和孝 （兼）主　幹　田崎　寿之 主　　査　深谷　洋子

議　　　　会 事 務 局 （兼）局　長　星　　雅之 主任主査　渡辺　慎一 嘱　　託　中山　香織

監査委員会 事 務 局 （兼）局　長　星　　雅之 （兼）主任主査　渡辺　慎一

地域開発事務局 事 務 局 （兼）局　長　松川　和孝 （兼）主任主査　円谷　輝彦 （兼）主　査　大河原　郷

資 料 館 （兼）館　長　北澤　　茂

学校給食
センター （兼）所　長　北澤　　茂 嘱　　託　根本　和哉

税　　務
グループ

（兼）Ｇ　長　星　　雅之 主　　幹　岡崎　清美 主　　査　大野　奈美
主　　査　野木久美子 主　　事　北澤　秀樹 嘱　　託　小林　福夫
嘱　　託　吉田　栄司

住　　民
グループ

Ｇ　　長　北澤　喜典 主任主査　石井美智子 主　　査　大森　　満
主　　査　穂積　英樹 主　　査　鈴木　文恵 主　　査　渡辺　由衣

幼 稚 園

園　　長　松川恵美子 教　　頭　佐川　哲子 主任教諭　國分　理恵
主任教諭　網藤　朋子 主任教諭　二瓶　美絵 主任教諭　坂上　美和
主任教諭　宍戸　智子 嘱託講師　佐藤　愛菜 嘱託講師　須藤　智子
嘱託講師　堀越　優美 預かり・嘱託　佐藤　愛美 嘱託講師　星　　栄子

預かり・嘱託　渡邉　慶子 預かり・嘱託　大竹　亜希 預かり・嘱託　水戸　　瞳
預かり・嘱託　会田　　恵 預かり・嘱託　井上　里美 預かり・嘱託　菊地　実希
預かり・嘱託　芳賀　庸子 嘱　　託　松田　保宏 用 務 員　辺見　和恵
運 転 手　田崎　憲二

保 育 所

所　　長　鈴木由美子 副 所 長　佐藤奈穂子 主　　査　津田　里美
嘱　　託　岸田　優子 嘱　　託　中畑　美保 嘱　　託　海上　育美
嘱　　託　大野由美子 嘱　　託　佐久間東子 嘱　　託　中野目　悠
嘱　　託　小林　広美 嘱　　託　大森志穂美 嘱　　託　清水有梨花
嘱　　託　関　あずさ 嘱　　託　岩谷　典子 嘱　　託　永山　静香
嘱　　託　國井　綾子 嘱　　託　岡部　陽子 嘱　　託　本間　美穂
嘱　　託　円谷　由佳 臨　　時　中畑真由美 臨　　時　中野目由樹

児 童 館

（兼）館　長　北澤　　茂 主任主査　穂積美奈子 専門技能員　田﨑　武信
主任児童厚生員　鈴木　千春 児童支援員　箭内　春美 児童支援員　水野谷紀子
臨　　時　河島喜代子 臨　　時　中野目由美子 臨　　時　荒井かつ子
臨　　時　古宇田訓子 臨　　時　田崎　光子 臨　　時　藤田　恵子

◎泉崎村教育委員会(役場内)
　福島県西白河郡泉崎村
　　　　　大字泉崎字八丸145番地
　ＴＥＬ�0248-54-1533
　ＦＡＸ�0248-53-1414

◎農業者トレーニングセンター
　福島県西白河郡泉崎村
　　　　大字泉崎字白石山3番地1
　ＴＥＬ�0248-53-3775
　ＦＡＸ�0248-53-3870

◎泉崎資料館・図書館
　福島県西白河郡泉崎村
　　　　　　大字泉崎字舘24番地9
　ＴＥＬ�0248-53-4777
　ＦＡＸ�0248-53-4778

◎泉崎村中央公民館
　福島県西白河郡泉崎村
　　　　大字北平山字高柳88番地1
　ＴＥＬ�0248-53-2258
　ＦＡＸ�0248-53-2679

◎泉崎村役場
　福島県西白河郡泉崎村
　　　　　大字泉崎字八丸145番地
　ＴＥＬ�0248-53-2111(代表)
　ＦＡＸ�0248-53-2958

◎泉崎村保健福祉総合センター
　　(福祉グループ･保健衛生部門)
　福島県西白河郡泉崎村
　　　　大字泉崎字山ヶ入101番地
　ＴＥＬ�0248-54-1335
　ＦＡＸ�0248-54-1353

※Ｇはグループの略です。

福　　祉
グループ

Ｇ　　長　三村　　弘 主任主査　石井　　誠 主任主査　菊地　貴男
主　　査　加藤　洋子 主　　査　嶋村美恵子 主　　事　小玉　理歩

専門保健師　金澤由美子 主任保健師　鈴木　　岬 嘱　　託　小針　由美
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私
こ
の
度
、
平
成
30
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
村
民
の
皆
様
方
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
７
年
９
カ
月
を
大
過
な
く

勤
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
振
り
返
り
ま
す
と
平

成
22
年
７
月
か
ら
平
成
30
年
３

月
ま
で
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い

こ
と
は
自
主
的
財
政
再
建
の
た

め
、
福
島
県
か
ら
借
り
入
れ
た

市
町
村
振
興
基
金
の
返
済
に
村

民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
き
た
こ
と
。
（
議
員
、
職

員
、
三
役
の
給
与
カ
ッ
ト
を
含

め
）
そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て

も
平
成
23
年
３
月
11
日
、
中
学

校
の
卒
業
式
が
終
わ
っ
た
後
の

午
後
２
時
46
分
発
生
の
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事
故
で

あ
り
ま
す
。

　

一
瞬
に
し
て
周
り
の
景
色
が

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
（
舗
装

が
割
れ
、
道
路
が
陥
没
、
マ
ン

ホ
ー
ル
が
突
き
出
し
、
住
宅
が

傾
く
等
）
凄
ま
じ
い
光
景
に
恐

怖
を
感
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

先
ず
は
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
工

事
で
水
・
電
気
の
確
保
、
交
通

の
確
保
、
併
行
し
て
全
て
の
自

治
体
で
も
初
め
て
で
あ
る
放
射

能
汚
染
対
策
と
し
て
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
を

優
先
さ
せ
、
除
染
と
い
う
作
業

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
場
ほ
か
村
内
各
地

に
除
染
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
と

し
て
計
画
し
ま
し
た
が
、
当
初

は
放
射
性
物
質
の
セ
シ
ウ
ム
と

は
何
な
の
か
理
解
で
き
な
い
た

め
、
説
明
も
出
来
ず
仮
置
き
場

の
決
定
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
様
の
深
い

理
解
を
い
た
だ
き
急
ピ
ッ
チ
に

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
き
な
被
害
を
受
け
新
築
移
転

と
い
う
こ
と
で
現
在
の
地
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
が
議
員
の
皆
様
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
用
地
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、

土
地
所
有
者
全
員
か
ら
の
ご
快

諾
を
い
た
だ
き
順
調
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

旧
役
場
跡
に
は
、
村
の
防
災

セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
国
道

４
号
線
沿
に
は
村
の
特
産
品
開

発
と
直
売
所
を
兼
ね
た
「
六
次

産
業
館
」
が
完
成
、
ま
た
泉
崎

駅
東
側
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
平
成
29
年
度
で
進
入
道
路

（
村
道
）
の
工
事
が
進
め
ら
れ
、

今
後
、
跨
線
橋
や
駅
前
広
場
の

整
備
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
陸
上
競
技
場
に
つ
き

ま
し
て
は
環
境
省
に
よ
り
廃
棄

物
の
搬
出
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
の
６
月
末
ま
で
に
完
了
予

定
で
あ
り
ま
す
の
で
早
期
に
使

用
で
き
ま
す
よ
う
に
平
成
30
年

度
か
ら
復
旧
工
事
を
進
め
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
創
生
・
人
口
減
少
対
策

の
基
盤
が
出
来
上
が
り
、
泉
崎

村
の
更
な
る
発
展
が
目
に
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
激
動
の
７
年

９
カ
月
で
あ
り
ま
し
た
が
人
生

の
よ
い
経
験
だ
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
村
民
と
し

て
残
さ
れ
た
時
間
を
精
一
杯
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
任
あ
い
さ
つ　
副
村
長
　
箭
内
憲
勝

　

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

過
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成

30
年
第
１
回
（
３
月
）
泉
崎
村

議
会
定
例
会
に
於
い
て
、
ご
同

意
を
賜
り
議
会
議
員
の
皆
様
に

は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
４
年
前
に
役
場
を
退

職
致
し
ま
し
た
が
、
在
職
中
は

41
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
村
民

の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
４
月
１
日
付

け
で
副
村
長
を
拝
命
致
し
ま
し

た
。

　

再
び
、
し
か
も
村
の
中
枢
で

行
政
に
携
わ
ら
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
を
致
し
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
情
勢
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
混
迷
す
る
国
政
の

も
と
で
、
地
方
行
政
は
多
く
の

課
題
に
向
き
合
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
本
村
は
豊
か
な
自
然

環
境
と
恵
ま
れ
た
交
通
の
便
、

更
に
風
水
害
等
被
害
が
比
較
的

少
な
い
と
い
う
、
他
地
域
に
な

い
素
晴
ら
し
い
発
展
性
を
兼
ね

備
え
た
村
で
あ
る
こ
と
は
何
一

つ
疑
う
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

村
長
が
示
す
施
政
方
針
を

是
々
非
々
の
立
場
を
堅
持
し
つ

つ
も
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

一
つ
一
つ
着
実
に
推
し
進
め
、

輝
く
未
来
を
築
く
た
め
に
全
身

全
霊
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
こ
と
で
長

年
お
世
話
に
な
っ
た
村
へ
の
ご

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
村
民
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

退
任
あ
い
さ
つ　
前
副
村
長
　
岡
部
文
雄



広報
いずみざき 8

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆

様
に
は
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
が
、
従
来
、
市
町
村

ご
と
に
運
営
さ
れ
て
き
た
国
民

健
康
保
険
は
、
平
成
30
年
４
月

よ
り
都
道
府
県
単
位
化
が
行
わ

れ
県
も
市
町
村
と
共
に
国
保
運

営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

　

国
保
加
入
者
は
「
年
齢
層
が

高
く
医
療
費
水
準
が
高
い
」
、

「
低
所
得
者
が
多
い
」
等
の
傾

向
に
あ
る
た
め
、
国
保
税
な
ど

の
収
入
よ
り
も
医
療
費
な
ど
で

支
出
す
る
お
金
が
多
く
、
市
町

村
単
位
で
は
安
定
し
た
財
政
運

営
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
県
と
市
町
村
が
共

同
で
運
営
す
る
こ
と
で
、
財
政

の
安
定
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
で
す
。

何
が
変
わ
る
の
？

○
被
保
険
者
証
な
ど
の
様
式
が

変
わ
り
ま
す
。

※
泉
崎
村
で
は
４
月
か
ら
被
保

険
者
証
の
様
式
が
新
し
く
な

り
ま
す
。

※
交
付
済
み
の
限
度
額
認
定

証
・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

は
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。

○
資
格
の
取
得
・
喪
失
は
都
道

府
県
単
位
に
な
り
同
じ
都
道

府
県
内
で
あ
れ
ば
他
の
市
町

村
に
引
っ
越
し
た
場
合
で
も

資
格
は
継
続
し
ま
す
が
、
被

保
険
者
証
は
転
居
後
の
市
町

村
で
改
め
て
交
付
し
ま
す
。

○
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当

が
都
道
府
県
単
位
で
通
算
さ

れ
、
県
内
市
町
村
に
転
居
し

た
場
合
で
も
資
格
が
継
続
さ

れ
ま
す
。

※
過
去
12
か
月
以
内
に
高
額
療

養
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ

る
場
合
に
、
自
己
負
担
限
度

額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
制
度
。

今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん

　

国
民
健
康
保
険
の
届
出
等
の

窓
口
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
各
種
申
請
手
続
き
や
、
保
険

税
の
納
付
先
の
窓
口
は
引
き

続
き
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
新
し
い

国
民
健
康
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

許
可
が
必
要
で
す
。

　

農
地
（
田
や
畑
）
を
農
地
以

外
（
宅
地
、
駐
車
場
、
資
材
置

場
等
）
に
転
用
し
た
い
時
は
、

農
地
法
第
４
条
（
農
地
の
所
有

者
が
自
ら
転
用
す
る
場
合
）
ま

た
は
第
５
条
（
売
買
や
貸
借
等

の
権
利
移
転
が
伴
う
転
用
の
場

合
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
地
転
用
の
許
可
後

に
お
い
て
転
用
目
的
を
変
更
す

る
場
合
に
は
、
事
業
計
画
の
変

更
等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
す

る
と
農
地
法
違
反
と
な
り
ま
す

の
で
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回

復
等
が
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
百
万

円
以
下
（
法
人
に
つ
い
て
は

１
億
円
以
下
）
の
罰
金
と
い
っ

た
厳
し
い
罰
則
の
適
用
も
あ
り

ま
す
。
（
農
地
法
第
64
条
、
第

67
条
）

農
地
転
用
許
可
に
関
す
る

事
務
・
権
限
（
一
部
）
が

泉
崎
村
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
、

農
地
転
用
に
お
け
る
許
可
権
限

の
一
部
（
農
地
法
第
４
条
、
第

５
条
い
ず
れ
も
30
ア
ー
ル
以
下

の
農
地
に
限
る
）
が
福
島
県
か

ら
泉
崎
村
に
権
限
移
譲
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
事
務
処
理
に

要
す
る
期
間
が
こ
れ
ま
で
よ
り

２
週
間
程
度
短
縮
と
な
り
、
締

切
日
か
ら
概
ね
３
週
間
で
転
用

許
可
書
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
村
農
業
委
員
会

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

平
成
30
年
３
月
31
日
付

退
職
者

住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

主
幹　

中
目
正
紀

教
育
委
員
会
教
育
課
幼
稚
園

教
頭　

有
賀
道
子
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申
請
に
よ
り
年
２
回
、
９
月

と
３
月
に
支
給
し
ま
す
。

問
村
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

平
成
30
年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

納
付
可
能
に

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
村
の
住

宅
使
用
料
や
村
税
な
ど
村
の
公

共
料
金
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
入
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
口
座
振
替
を
基
本
と

し
た
保
育
所
保
育
料
や
幼
稚
園

保
育
料
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。）

　

納
入
金
額
が
30
万
円
を
越
え

て
い
る
場
合
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
な
ど
取
扱
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
村
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

所属：事業課
建 設 水 道 グ
ループ。
職名：主事
趣味：トレッ

キング、剣道。
抱負：泉崎村の発展のため、
精一杯取り組んでいきたい
と思います。よろしくお願
いいたします。
最終学歴：立正大学大学院

所属：総務課
総 務 グ ル ー
プ。
職名：主事
趣味：野球、

ゴルフ。
抱負：早く業務に慣れ、泉
崎村の発展に貢献できるよ
う、日々精進致します。よ
ろしくお願いいたします。
最終学歴：早稲田大学

所属：住民福
祉 課 福 祉 グ
ループ。
職名：主事
趣味：写真、

スニーカー収集。
抱負：村民の皆様のため、
全力で仕事に取り組んで参
ります。よろしくお願いい
たします。
最終学歴：宇都宮大学

所属：教育課
生 涯 学 習 グ
ループ。
職名：技能員
趣味：釣り、

ゴルフ。
抱負：村民の皆様と一緒に、
よりよい村づくりのために
全力で頑張ります。よろし
くお願いします。
最終学歴：光南高等学校

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（W

i-F
i

）

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
追
加
設

置
に
つ
い
て

　

情
報
収
集
の
利
便
性
向
上
と

災
害
時
に
お
け
る
情
報
通
信
環

境
の
確
保
の
た
め
、
村
内
３
ヵ

所
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（W

i-
F

i

）
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

追
加
整
備
し
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
の
キ
ャ
リ
ア
に
関

係
な
く
、Wi-Fi

端
末
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
等
を
利
用

し
て
、
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
ま
す
。

追
加
整
備
箇
所

第
一
小
学
校
体
育
館
、
第
二
小

学
校
体
育
館
、
中
学
校
体
育
館

既
設
置
箇
所

　

役
場
、
中
央
公
民
館
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
資
料
館
、

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
さ
つ
き
公
園
駐
車
場

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
方
法

　
ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
搭
載
し

たW
i-Fi

端
末
等
が
必
要
で
す
。

　

接
続
方
法
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

　

利
用
料
は
無
料
で
す
。
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
へ
の
接
続
は
、

W
i-F

i

ル
ー
タ
ー
か
ら
の
電
波

が
届
く
範
囲
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。W

i-F
i

端
末
等
は
利

用
者
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

W
i-F

i

端
末
（
付
属
機
器
等
も

含
む
）
に
必
要
な
電
源
は
利
用

者
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
接

続
に
か
か
るW

i-F
i

端
末
の
設

定
は
利
用
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。W

i-F
i

端
末
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
は
利
用
者
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
設
備
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
障
害
等
に
よ
り
、
利

用
者
へ
周
知
す
る
こ
と
な
く
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

免
責
事
項

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用
に
よ
っ

て
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
損
害
、
他

の
利
用
者
や
第
三
者
と
の
間
に

生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

本
村
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。
利
用
者
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
利
用
し
た
有
料

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
が
費
用
を
負
担
す
る
も
の
と

し
ま
す
。
運
用
中
止
に
よ
り
、

利
用
者
ま
た
は
第
三
者
が
被
っ

た
い
か
な
る
損
害
に
つ
い
て
、

本
村
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

問
村
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

泉
崎
村
家
庭
保
育
支
援
給
付
金

に
つ
い
て

　

家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援

と
し
ま
し
て
、
第
２
子
以
降
の

お
子
さ
ん
で
３
歳
ま
で
の
乳
幼

児
を
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
保

護
者
に
対
し
、
家
庭
保
育
支
援

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
を
平

成
30
年
４
月
か
ら
開
始
し
ま

す
。

○
支
給
対
象
児
の
要
件

　

保
育
所
等
の
施
設
を
利
用
し

て
い
な
い
こ
と
。

　

３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、

第
二
子
以
降
に
産
ま
れ
た
者
。

○
支
援
給
付
金
の
額

　

対
象
乳
幼
児

　

１
人　

月
額
５
千
円

○
支
給
方
法

平成30年度泉崎村新採用職員
皆さんのために、そして村発展のためにこれから活躍する新採用職員です。温かいご声援をお願いいたします。

渡
わたなべ

辺　　学
さとる

有
あり が

賀　直
なおき

樹 小
こだ ま

玉　理
り ほ

歩 木
き の う ち

野内　靖
やすし
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中
学
校
で
卒
業
式

　

３
月
13
日
㈫
泉
崎
中
学
校

の
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ

れ
、生
徒
た
ち
が
決
意
を
胸
に

学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、卒
業
生
79
人
が
拍

手
の
中
を
堂
々
と
入
場
。

　

箭
内
校
長
が
全
員
に
卒
業

証
書
を
手
渡
し
、「
新
し
い
出

会
い
や
ま
わ
り
の
人
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
し
て
、夢
や
希
望

を
胸
に
、さ
ら
に
広
い
世
界
に

羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。」と
激

励
し
、長
久
保
孝
行
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
な
ど
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

佐
藤
唯
人
く
ん（
２
年
）の

送
辞
を
受
け
、卒
業
生
を
代

表
し
て
泉
川
雄
太
郎
く
ん（
３

年
）が「
泉
崎
中
学
校
の
佳
き

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、さ
ら
に
新

し
い
校
風
を
、皆
さ
ん
で
築
き

上
げ
て
い
く
番
で
す
。皆
さ
ん

の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。」と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
式
終
了

後
に
山
本
壮
汰
く
ん（
３
年
）

の
指
揮
、石
川
夢
乃
さ
ん（
３

年
）の
伴
奏
に
よ
り
全
校
生
徒

で「
旅
立
ち
の
日
に
」を
合
唱
。

保
育
所
第
36
回
満
了
式

　

３
月
20
日
㈫
村
保
育
所

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
36
回
満
了

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

満
了
児
26
名
が
、保
護
者
、

ご
来
賓
の
皆
様
が
見
守
る
中
、

元
気
に
入
場
し
ま
し
た
。

　

担
任
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
、大
き
な
声
で
元
気
良

く
返
事
を
し
、上
手
に
満
了

証
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」を

歌
っ
た
後
、子
供
た
ち
か
ら
保

護
者
の
方
へ
毎
日
の
送
迎
や
手

作
り
弁
当
な
ど
への
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
花
束
と「
あ
り

が
と
う
」の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
お
花
に
囲
ま

れ
た
中
、門
送
が
行
わ
れ
担
任

と
の
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
所
か
ら
巣
立
っ
た
26

名
の
子
供
た
ち
、幼
稚
園
、小

学
校
で
も
た
く
さ
ん
の
お
と

も
だ
ち
と
遊
ん
で
元
気
に
過

ご
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
修
了
証
書
授
与
式

　

３
月
16
日
㈮
幼
稚
園
修
了

証
書
授
与
式
が
、幼
稚
園
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、卒
園
児
は
保
護

者
や
先
生
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、思
い
出
の
詰
ま
っ
た
園
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、松
川
園
長
が
卒
園

児
57
人
一
人
ひ
と
り
修
了
証

書
を
手
渡
し
、は
な
む
け
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、修
了
記
念
品
と
し
て

の
ラ
ン
ド
セ
ル
と
図
画
板
が
久

保
木
村
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、卒
園
児
全
員
が

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
保

護
者
や
先
生
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、別
れ
の
言
葉
を

伝
え
、「
大
切
な
友
達
」の
き

れ
い
な
歌
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き

渡
り
、感
動
の
式
と
な
り
ま
し

た
。

一人ひとりに手渡されました

満了証書授与「思い出のアルバム」を熱唱

答辞を述べる泉川雄太郎くん

卒
業
生
は
涙
を
浮
か
べ
な
が

ら
も
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

村
長
よ
り
ラ
ン
ド
セ
ル
と
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

右
：
伴
奏
を
す
る
石
川
夢
乃
さ
ん

左
：
指
揮
を
す
る
山
本
壮
汰
く
ん

元
気
良
く
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
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「
ふ
く
し
ま
を
十
七
字
で
奏

で
よ
う
絆
ふ
れ
あ
い
支
援
事

業
」
村
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

２
月
26
日
㈪
、
村
役
場
に

て
「
ふ
く
し
ま
を
十
七
字
で

奏
で
よ
う
絆
ふ
れ
あ
い
支
援

事
業
」
泉
崎
村
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞

し
た
村
内
の
児
童
生
徒
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
を
十
七
字
で

奏
で
よ
う
絆
ふ
れ
あ
い
支
援

事
業
」
は
福
島
県
教
育
委
員

会
が
主
催
す
る
事
業
で
今
回

が
16
回
目
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
夏
休
み
の

宿
題
と
し
て
村
内
各
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
ほ
ぼ
全
員

が
参
加
し
て
お
り
県
全
域
か

ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
県
の
表
彰
枠

は
少
な
く
、
村
内
各
校
の

児
童
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て

応
募
を
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
県
の
表
彰
を
受
け
る

こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
村
教
育
委
員
会

で
は
県
の
選
考
に
落
選
し
た

中
に
も
す
ば
ら
し
い
作
品
が

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
村
内

各
校
の
児
童
生
徒
の
作
品
を

対
象
に
独
自
の
審
査
を
実
施

し
、
表
彰
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
、
村
内
か
ら
は

５
２
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
各
部
門
上
位
２

点
、
計
８
点
の
作
品
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

【
小
学
生
絆
部
門
】

最
優
秀
賞

ぷ
か
ぷ
か
と　

あ
し
を
つ
か

ん
で　

だ
る
ま
う
き

　

新
田
こ
は
る（
二
小
一
年
）

思
い
出
す　

お
腹
の
中
に　

居
た
あ
な
た

新
田
良
子

優
秀
賞

足
い
た
い　

こ
の
く
つ
き
つ

い　

お
か
あ
さ
ん

　

溝
井
兼
胤
人（
一
小
二
年
）

言
わ
れ
な
き
ゃ　

気
づ
か
な

か
っ
た　

子
の
成
長溝

井
智
美

【
中
学
生
絆
部
門
】

最
優
秀
賞

力
持
ち　

持
っ
て
あ
げ
る
よ　

米
ぶ
く
ろ

　
　

石
部
雄
悟（
中
学
二
年
）

精
米
所　

頼
れ
る
味
方　

我

が
息
子

石
部
睦
美

優
秀
賞

祖
父
母
宅　

ふ
と
ん
で
ざ
こ

ね　

川
二
つ

　
　
　

吉
田
蓮（
中
学
二
年
）

里
帰
り　

こ
ど
も
の
寝
す
が

た　

い
と
お
か
し吉

田
あ
ず
さ

【
小
学
生
復
興
部
門
】

最
優
秀
賞

し
ん
せ
ん
な　

野
菜
を
食
べ

る　

福
島
っ
子

　
　
　

瀧
稟
功（
二
小
五
年
）

ふ
く
し
ま
の　

野
菜
は
ど
れ

も　

検
査
ズ
ミ

瀧
玉
枝

優
秀
賞

お
い
し
く
ね　

ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
が　

育
っ
た
よ

　
　
　

星
愛
菜（
一
小
五
年
）

庭
の
実
を　

口
い
っ
ぱ
い
に　

う
れ
し
い
な

星
幸
恵

【
中
学
生
復
興
部
門
】

最
優
秀
賞

僕
食
べ
る　

福
島
産
の　

食

べ
物
を

　
　

本
柳
拓
磨（
中
学
二
年
）

み
ず
み
ず
し
く　

実
が
た
っ

ぷ
り　

君
も
福
島
産本

柳
幸
子

優
秀
賞

震
災
の　

復
興
後
押
し　

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

星
貞
樹（
中
学
一
年
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

増
え
る
笑

顔
と　

希
望
の
輪

星
智
恵

笑
顔
で
賞
状
と
楯
を
見
せ
る
受

賞
者

お
う
ち
の
人
へ
花
束
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
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梅
宮
吉
男
文
庫
が

　
　
　
　

さ
ら
に
充
実

　

３
月
13
日
㈫
、泉
崎
図
書

館
で
梅
宮
吉
男
文
庫
コ
ー
ナ
ー

の
新
刊
お
披
露
目
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。昨
年
11
月
に
頂
い

た
ご
寄
付
に
よ
り
、今
年
度
は

新
た
に
８
０
３
冊
の
図
書
を

購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

泉
崎
図
書
館
に
開
設
さ
れ

て
い
る
梅
宮
吉
男
文
庫
コ
ー

ナ
ー
の
拡
充
の
ほ
か
、よ
り
大

勢
の
子
供
た
ち
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、世
界
中

で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る

絵
本
を
は
じ
め
、大
型
絵
本
や

紙
芝
居
な
ど
を
泉
崎
幼
稚
園

の
な
か
よ
し
文
庫
へ
配
備
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
式
で
は
、梅
宮

吉
男
氏
よ
り「
次
代
を
担
う

泉
崎
の
子
供
た
ち
が
、１
冊
で

も
多
く
の
本
を
手
に
取
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
何
よ
り
も
喜
び

で
す
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

梅
宮
吉
男
氏
の
ご
寄
付
に

よ
り
購
入
し
た
図
書
は
、昨

自
衛
隊
入
隊
激
励
会

　

３
月
６
日
㈫
、村
役
場
内
に

て
４
月
か
ら
陸
上
自
衛
隊
へ

入
隊
す
る
福
田
健
人
さ
ん
の

自
衛
隊
入
隊
激
励
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
久
保
木
村
長
を
は

じ
め
、泉
崎
村
自
衛
隊
家
族

会
の
星
会
長
な
ど
多
く
の
方

か
ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
ま

し
た
。

烏
峠
の
清
掃
活
動
を
実
施

　

３
月
10
日
㈯
烏
峠
の
自
然

を
守
る
会
の
会
員
に
よ
る
清

掃
活
動
が
、昨
年
に
引
き
続

き
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
名
が
参
加
し
、不
法
投

棄
さ
れ
た
洗
濯
機
や
テ
レ
ビ
、

タ
イ
ヤ
な
ど
多
く
の
ご
み
を
拾

い
ま
し
た
。自
然
を
守
る
会
で

は
、今
後
も
ポ
イ
捨
て
禁
止
の

啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
の
監

視
活
動
を
併
せ
て
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

村
長
の
自
治
功
労
を
表
彰

全
国
町
村
会

　

久
保
木
村
長
は
、泉
崎
村

行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
８
年

間
の
業
績
と
３
期
目
の
行
政

も
担
う
こ
と
か
ら
全
国
町
村

会
表
彰
自
治
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
福
島
市
で
開

催
さ
れ
た
福
島
県
町
村
会
総

会
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

年
度
と
併
せ
て
１
４
１
０
冊
と

な
り
ま
し
た
。大
切
に
利
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

烏
峠
の
自
然
を
守
る
会
の
皆
さ

ん

梅
宮
文
庫
新
刊
お
披
露
目

福
田
く
ん
の
入
隊
を
祝
っ
て

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
る
村
長

プリザーブドフラワー・ギフト販売

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00
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保
育
所
ひ
な
ま
つ
り
会

　

３
月
２
日
㈮
、
ひ
な
ま
つ

り
会
が
村
保
育
所
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

担
当
の
先
生
が
準
備
し
て

く
れ
た
ひ
な
壇
の
飾
り
の
間

違
い
さ
が
し
を
し
な
が
ら
飾

り
や
由
来
に
つ
い
て
楽
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
ひ
な
人
形
の

紹
介
で
は
、
ど
の
ひ
な
人
形

も
と
て
も
素
敵
に
出
来
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ひ
な
ま

つ
り
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
ひ

な
あ
ら
れ
を
み
ん
な
で
食
べ

た
り
、
終
始
笑
顔
の
子
供
た

ち
で
し
た
。

泉
崎
村
放
課
後
子
ど
も
教
室

運
営
委
員
会
を
開
催

　

２
月
27
日
㈫
、
村
役
場
に

お
い
て
、
第
３
回
放
課
後
子

ど
も
教
室
運
営
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
会
に
は
委
員
14

名
が
出
席
し
、
担
当
者
か
ら

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
の
反
省

を
ふ
ま
え
て
次
年
度
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
福
島
県
教
育
庁
県

南
教
育
事
務
所
主
任
社
会
教

育
主
事
渡
邉
康
一
先
生
よ
り

「
地
域
学
校
協
働
本
部
事

業
」
に
つ
い
て
ご
講
話
を
い

た
だ
き
、
子
ど
も
教
室
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

村
通
学
路
安
全
推
進
会
議

　

３
月
７
日
㈬
、
村
役
場
に

て
平
成
29
年
度
第
２
回
通
学

路
安
全
推
進
会
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
開
か
れ
た
第

１
回
会
議
の
協
議
結
果
を
も

と
に
、
今
年
度
対
策
を
実
施

し
た
箇
所
の
確
認
や
、
次
年

度
以
降
の
対
策
実
施
計
画
に

つ
い
て
関
係
各
機
関
が
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト

（
保
護
者
対
象
）
で
挙
げ
ら

れ
た
危
険
箇
所
の
内
、
中
宿

線
（
昌
建
寺
か
ら
一
小
へ
向

か
う
道
）
を
含
む
、
５
箇
所

に
つ
い
て
対
策
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

右
：
ひ
な
あ
ら
れ
お
い
し
い
ね
。

下
：
間
違
い
は
ど
れ
か
な
？

木々の伐採・草刈を実施し
見通しを確保

材　料　【ひとくち焼肉トマトカップ】一口サイズのトマト　８個、牛肉の切り落とし　１２０ｇ、
　　　　リーフレタス　少々、わさび　少々、マヨネーズ　少々、焼肉のたれ　大２、アボカド　１個
　　　　【とうもろこし炊き込みごはん】とうもろこし　１本、コンソメのもと　２個、バター　少々

今日の晩御飯 ＜簡単・オシャレ☆ひとくち焼肉トマトカップととうもろこし炊き込みごはん＞

平成29年度わが家のアイディア料理コンクール入賞作品④
★★★　　今月おすすめレシピ　　夢みなみ農協泉崎支店長賞　佐藤芽依、有賀京子さん　　★★★

◆
作
り
か
た

【
ひ
と
く
ち
焼
肉
ト
マ
ト
カ
ッ
プ
】

①
牛
肉
は
小
さ
く
切
り
、
焼
肉
の

た
れ
で
炒
め
て
火
を
通
し
冷
ま
す
。

②
ト
マ
ト
は
上
部
を
切
り
落
と
し
、

中
身
を
く
り
抜
い
て
カ
ッ
プ
を
つ

く
る
。

③
リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
小
さ
く
切
っ

て
ト
マ
ト
に
敷
き
、
①
の
牛
肉
を

つ
め
お
好
み
で
わ
さ
び
を
の
せ
る
。

④
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
お
皿
を
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
上
に
並

べ
て
出
来
上
が
り
。

【
と
う
も
ろ
こ
し
炊
き
込
み
ご
は
ん
】

①
包
丁
で
と
う
も
ろ
こ
し
の
実
を

け
ず
り
毛
も
細
か
く
切
る
。

②
①
と
け
ず
り
お
と
し
た
軸
も
い

れ
て
２
合
の
米
と
コ
ン
ソ
メ
を
入

れ
て
炊
く
。

③
炊
け
た
ら
バ
タ
ー
を
少
々
入
れ

て
か
き
ま
ぜ
る
。
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月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科��
4/6のみ休診

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科�

内藤　梓
消化器内科・外科
4/12午前のみ休診

小林奈美江
眼科

4/20のみ休診

内藤　梓
消化器内科・外科
第2・4土曜日診療

八木正樹
小児科

4/12.19.26診療

午　後
受付時間
13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科�

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科��
4/6のみ休診

小林利男
整形外科・内科
第１土曜日診療

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
第2・4土曜日診療

緑川博文
心臓血管外科
4/2のみ診療

八木正樹
小児科

4/12.19.26診療

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※水曜日の受付は 14時30分までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
 問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

※ 4月6日（金）終日と4月12日（木）午前中は、内藤先生不在のため休診になります。
※ 4月20日（金）は眼科が休診になります。

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

診療所外来４月担当医

防
ま
で
を
実
現
す
る
た
め
の
三
本
柱
と
し

て
、
①
栄
養
、
②
身
体
活
動
、
③
社
会
参
加

を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で
は
、
毎
週
火
曜
日

と
木
曜
日
に
小
林
利
男
先
生
に
よ
る
整
形
外

科
の
外
来
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
受
付
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

○
期
日　

４
月
28
日
㈯

○
開
場　

13
：
30

○
講
演　

14
：
00
～
15
：
00

○
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー　

集
団
検
診
室

○
入
場
料　

無
料

○
演
題　

「
脳
卒
中
に
つ
い
て
」

○
講
師
　
総
合
南
東
北
病
院
副
院
長

　
　
　
　

脳
外
科　

渡
辺
善
一
郎
先
生

■
「
フ
レ
イ
ル
」
っ
て
何
？

　

要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

平
成
30
年
２
月
17
日
㈯
、
泉
崎
南
東
北
診

療
所 
所
長 

整
形
外
科
の
小
林
利
男
先
生
よ

り
『
「
フ
レ
イ
ル
」
っ
て
何
？
～
要
介
護
に

な
ら
な
い
た
め
に
～
』
と
題
し
た
講
演
が
泉

崎
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し

た
。

　

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
日
本
語
に
す
る
と

「
虚
弱
」
と
い
い
、
老
化
に
と
も
な
っ
て
筋

力
な
ど
の
運
動
機
能
、
日
常
の
活
動
量
、
認

知
機
能
な
ど
が
低
下
し
た
健
康
な
状
態
と
要

介
護
状
態
の
中
間
地
点
に
あ
る
状
態
の
こ
と

で
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
有
症
率
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
全
体
で
11
．
５
％
、
そ
の
原
因
と
し
て
、

①
加
齢
に
伴
う
活
動
量
の
低
下
、
②
社
会
交

流
機
会
の
減
少
、
③
身
体
機
能
の
低
下
、
④

認
知
機
能
の
低
下
、
⑤
体
重
減
少
な
ど
が
あ

り
、
危
険
な
兆
候
と
し
て
は
低
栄
養
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
（
加
齢
性
筋
肉
減
弱
症
）
な
ど
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
や
せ
体
型
の
方
は
男
女
と

も
に
総
死
亡
率
が
高
く
、
フ
レ
イ
ル
は
多
岐

に
わ
た
り
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
に
フ
レ
イ

ル
を
予
防
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
今
後

は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
か
ら
フ
レ
イ
ル
の
進

行
予
防
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
健
康
長
寿
お
よ
び
フ
レ
イ
ル
予
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健康はあなたの笑顔から
自分のため、家族のために検診を受けましょう。

平成３０年度各種検診等予定は以下のとおりです。
＜集団検診＞　集団検診は無料で受けられます。

※変更になる場合があります。詳細は、広報や配布されるチラシ等をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問村保健福祉総合センター　☎０２４８・５４・１３３５

＜施設検診＞

検　診　名 対　象　者 検 診 日 程 会　場 受 診 方 法 料金
特 定 健 診 40歳～74歳国保加入者

6月5日㈫～6月8日㈮
6月10日㈰
11月10日㈯

保健福祉総合
センター

詳しくは５月に保健協力委
員から配布予定のチラシ等
をご覧ください。

無料

後期高齢者健診 75歳以上
胃 が ん 検 診 30歳以上
結 核 検 診 65歳以上
肺 が ん 検 診 30歳以上
大 腸 が ん 検 診 40歳以上

乳 が ん 検 診 20歳以上の女性で年度
内に偶数年齢になる方

6月14日㈭
7月4日㈬ 保健福祉総合

センター

【完全予約制】
詳しくは５月に配布予定の
チラシをご覧になり事前に
お申し込みください。

31年1月30日㈬
40歳以上

子 宮 が ん 検 診
骨粗しょう症検診

20歳以上（骨粗しょう
症検診は30歳以上）の
女性

7月23日㈪
保健福祉総合
センター

詳しくは７月に保健協力委
員から配布予定のチラシ等
をご覧ください。関和久宿集会所

検　診　名 対　象　者 検診日程 受診方法 料　　　金
特 定 健 診 40歳～74歳国保加入者

7月～10月（予定）
詳しくは６月に配布予
定のチラシをご覧にな
り、指定医療機関に申
し込んで受診してくだ
さい。

特定健診　　 　 1,000円
後期高齢者健診　　無料
胃がん検診　  　 1,000円
肺がん検診　　　　無料
大腸がん検診　　　無料

後期高齢者健診 75歳以上
胃 が ん 検 診

（ 胃 カ メ ラ ）
50歳以上で年度内に遇数
年齢になる方

肺 が ん 検 診 40歳以上
大 腸 が ん 検 診 40歳以上

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性で年度内
に偶数年齢になる方 7月～31年2月

（予定）
無  料

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性 700円

脳 ド ッ ク 30歳以上で年度内に偶数
年齢になる方 6月～10月（予定） 【完全予約制】詳しくは５月に配布予定のチラシを

ご覧になり、事前に申し込んで受診してください。

人 間 ド ッ ク 30・35・40・45・50・
55・60・65・70・75歳 1月～2月頃（予定） 【完全予約制】詳しくは12月頃配布予定のチラシを

ご覧になり、事前に申し込んで受診してください。

保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び



　子供たちにもっと本を、子供たちにもっと本を読む場所をとの願い
から1959年（昭和34年）に誕生しました。もともとは5月5日の「こ
どもの日」を中心とした2週間でしたが、「子ども読書年」である
2000年より4月23日（世界本の日・子ども読書の日）から5月12日と
なりました
　なお、図書館では特集コーナーを作りますので、ご利用ください。
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《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号

きつねうどんたぬきうどん 古内　ヨシ アリス館 E-ﾌ
クマのパディントン マイケル・ボンド 理論社 E-ﾎﾞ
川のむこうの図書館 池田　ゆみる さ・え・ら書房 K-913.6-ｲ
1日10分でせかいちずをおぼえる絵本 あきやま　かぜさぶろう 講談社 K-290-ｱ
イラストでわかる中学英語 川原　千夜子 明日香出版社 YA-835-ｶ
絶望の歌を唄え 堂場　瞬一 角川春樹事務所 913.6-ﾄﾞ
仮面の君に告ぐ 横関　大 講談社 913.6-ﾖ
高血圧の９割は「食べ物」と「運動」だけで下がる 石原　結實 廣済堂出版 493.25-ｲ

　��泉崎図書館
☎５３・４７７９

石井光太／著
ポプラ社

（2016年刊）
言葉は人生を変える力が
ある。みんなも言葉の武
器を手に入れよう！

検見﨑聡美／料理・監修
成美堂出版
（2014年刊）

簡単でおいしい栄養満点
のおかずを紹介します。

中川李枝子／作
大村百合子／絵

福音館書店（1967年刊）
大きなたまごを見つけたぐ
りとぐら。カステラを作る
ことに。ちゃんとできるか
な？

『学校の歴史①学校生活編』 『きみが世界を変えるなら
　　言葉を武器に変えて』 『ぐりとぐら』『中高生毎日のお弁当』

岩本　努・保坂和雄・渡辺
賢二／共著　汐文社
（2012年刊）

学校の歴史や由来をＱ＆
Ａで学べます。学校で疑
問に思ってることを調べ
てみよう。

今月のおすすめの本

《知っていますか？図書館活用法》
　図書館の本を汚してしまったり、破いたりしてしまった時は職員に声をかけてください。破い
てしまった時は専用のテープで補修をします。セロハンテープなどで補修せずそのままお持ちく
ださい。また、本は香りを吸収しやすいためお気をつけください。図書館のことで分からないこ
とやお探しの本が見つからないときは、お気軽に職員にお声かけください。

   泉崎村川畑 37-1 TEL 0248-53-5568 

Farmer’s Market

こころや
人と鶏と環境にやさしい、
こころんファームの卵「ここたま」
平飼いで育てています。
今春、 こころやで新発売！

4月17日（火）14時～森林ノ牧場の牛乳教室（要予約）
牛乳の飲み比べ、紅茶との飲み合わせ等情報満載！

 こ こ た ま
cocotama ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　②看護員　③ 調理員　④ 生活相談員

特別養護老人ホーム
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予
約
年
金
相
談
及
び

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　
　

利
用
の
ご
案
内

　

日
本
年
金
機
構
で
は
全
国
の

年
金
事
務
所
で
予
約
年
金
相
談

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
窓
口

が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
客
様
の
都
合
に
合
わ
せ
て
ス

ム
ー
ズ
に
相
談
い
た
だ
く
た
め

に
も
ご
来
所
の
際
は
、
必
ず
ご

予
約
の
う
え
ご
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年

金
の
情
報
（
年
金
記
録
の
確

認
、
将
来
の
年
金
見
込
額
の
確

認
等
）
を
手
軽
に
確
認
で
き
る

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ

ス
も
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

利
用
の
際
は
「
基
礎
年
金
番

号
」
を
ご
準
備
の
う
え
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

検
索
し
、
新
規
登
録
画
面
か
ら

利
用
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
及
び
予
約
年

金
相
談
申
し
込
み
番
号

白
河
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
４
１
６
１

（
自
動
音
声
案
内
【
５
番
】
を

押
し
て
く
だ
さ
い
）

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
が
集
中
し
、

繋
が
り
に
く
い
時
間
帯
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い

ま
す
。

草
・
剪
定
枝
葉
受
入

制
限
解
除
の
お
知
ら
せ

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

燃
え
が
ら
・
ば
い
塵
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
低
い
値
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
草
・

剪
定
枝
葉
の
収
集
及
び
受
入
制

限
を
解
除
し
ま
す
。

○
受
入
開
始
日

　

４
月
２
日
㈪
か
ら

○
受
入
施
設　

西
白
河
地
方
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

○
受
入
時
間

　

平　

日　

９
：
00
～
12
：
00

　
　
　
　
　

13
：
00
～
16
：
00

　

土
曜
日　

９
：
00
～
12
：
00

○
解
除
内
容

・
施
設
へ
の
自
己
搬
入

「
１
日
当
た
り
車
両
２
台
」

　
　

↓

　

制
限
な
し

・
家
庭
か
ら
集
積
所
へ
燃
え
る

ゴ
ミ
指
定
袋
で
の
排
出

「
１
集
積
所
当
た
り
10
袋
」

　
　

↓

　

制
限
な
し

※
草
に
土
が
付
着
し
て
い
る
と

焼
却
灰
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
土
を

落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
や
除
染
作
業
で
発
生

し
た
草
・
剪
定
枝
葉
は
受
け
入

れ
で
き
ま
せ
ん
。

問
西
白
河
地
方

　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
２
８
・
３
５
５
８

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
の

　
　
　
　
　
　

ご
案
内

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
（
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
専
修

学
校
及
び
各
種
学
校
等
）
の
方

は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
学
生
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
は
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
市
町
村
役
場
も
し
く
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
の
窓
口
で

受
付
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

２
年
度
以
上
在
学
の
場
合
は
毎

年
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

応
相
談

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
心
配
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

４
月
14
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

溝
井
文
男
・
深
谷
ゆ
き
江

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

相　
　

談

案　
　

内



○
学
生
納
付
特
例
の
メ
リ
ッ
ト

・
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
も
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

問
村
住
民
福
祉
課

　

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

問
白
河
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
４
１
６
１

（
自
動
音
声
案
内
【
５
番
】
を

押
し
て
く
だ
さ
い
）

住
宅
宿
泊
事
業

（
民
泊
）
開
始
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

住
宅
宿
泊
事
業
法
が
、
平
成

30
年
６
月
15
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
住
宅
で
の
宿
泊

事
業
（
民
泊
）
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
利
用
で
き
る

「
住
宅
」
と
は
、
「
現
在
生
活

の
本
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
家
屋
」
、
「
入
居
者
募
集
が

行
わ
れ
て
い
る
家
屋
」
、
「
随

時
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

家
屋
（
別
荘
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
な
ど
）
」
で
、
年
間
１
８
０

日
を
上
限
に
宿
泊
事
業
を
営
む

身
体
障
が
い
者
等
の
た

め
の
自
動
車
税
の
減
免

に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

も
の
は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
の
で
、
平

成
30
年
５
月
31
日
ま
で
に
減
免

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
と
な
る
障
が
い

の
範
囲
、
申
請
の
手
続
き
の
詳

細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
県
南
県

税
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

　
　
　
　
　
　

県
税
部
課
税
課

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
９

身
体
障
が
い
者
等
の
た

め
の
軽
自
動
車
税
の
減

免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動

車
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
も
の
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
者
に
住
宅
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
「
台
所
」
、

「
浴
室
」
、
「
便
所
」
、
「
洗

面
所
」
を
備
え
、
常
時
使
用
で

き
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
始
め
る
前
に
は
、

県
（
観
光
交
流
課
）
へ
の
届
出

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
際
に
は
、

届
出
書
に
加
え
て
、
登
記
事
項

証
明
書
、
住
宅
の
図
面
、
住
宅

が
賃
貸
物
件
の
場
合
は
転
貸
承

諾
書
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
区
分

所
有
建
物
で
あ
れ
ば
管
理
組
合

の
規
約
の
写
し
（
規
約
に
住
宅

宿
泊
事
業
に
関
し
て
定
め
が
な

い
場
合
は
管
理
組
合
に
禁
止
す

る
意
思
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
こ
と
を
証
す
る
書
類
）
等
を

一
緒
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

住
宅
宿
泊
事
業
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
県
観
光

交
流
課
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
観
光
交
流
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
８
６

Ｅ
メ
ー
ル

tourism
@

pref.fukushim
a.

lg.jp
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納
期
限
（
平
成
30
年
５
月
31

日
）
ま
で
に
減
免
申
請
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
車
両
は
、

障
が
い
者
１
人
に
つ
き
１
台
で

す
の
で
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
村
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

山
火
事
に

　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は

空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

山
に
入
る
場
合
は
、
山
火
事

か
ら
大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
、

火
の
取
扱
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

「
小
さ
な
火　

大
き
な
森
を　

　

破
壊
す
る
」

（
平
成
30
年
全
国
山
火
事
予
防

運
動
統
一
標
語
）

問
村
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

中
小
企
業
主
・
小
規
模

事
業
者
の
皆
さ
ま
、
サ

ブ
ロ
ク
協
定
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

時
間
外
労
働
を
行
う
に
は
、

サ
ブ
ロ
ク
（
36
）
協
定
が
必
要

で
す
。

川
　
柳

初
暦
あ
っ
と
言
う
間
に

　

経
つ
月
日　
　
　

須
藤　

節
子

一
年
の
健
康
祈
る
初
暦

　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

今
年
こ
そ
夢
実
現
と
初
暦

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

初
暦
新
た
な
年
の
夢
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

初
暦
我
が
一
年
が
走
り
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡

心
待
ち
下
し
た
七
草
過
ぎ
て

　

春
を
知
ら
せ
る
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

春
は
そ
こ
ま
で
雪
か
き
わ
け
て

　

約
束
通
に
り
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

こ
こ
に
居
る
よ
と
笑
顔
を
見
せ
て

　

庭
に
咲
い
て
る
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

庭
の
木
陰
に
ひ
っ
そ
り

　

咲
い
て
走
り
輝
く
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

庭
の
片
隅
黄
金
に
光
る

　

何
と
可
憐
な
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級　

文
芸
ク
ラ
ブ
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平
成
30
年
度

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
育

児
ク
ラ
ブ
）
の
ご
案
内

　

お
子
さ
ん
の
健
全
な
発
育
の

一
助
と
し
て
、
泉
崎
村
で
は
、

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
育
児
ク
ラ

ブ
）
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
供
の
友
達
が
欲
し
い
、
親

同
士
友
達
に
な
り
た
い
、
育
児

の
相
談
が
し
た
い
な
ど
身
近
で

楽
し
い
親
子
の
交
流
の
場
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
村
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

「
第
26
回
す
こ
や
か
福

島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

参
加
者
募
集

　

５
月
24
日
㈭
に
福
島
市
、
二

本
松
市
及
び
須
賀
川
市
で
開
催

さ
れ
る
、
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く

し
ま
。
健
康
福
祉
祭
「
第
26
回

す
こ
や
か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
の
各
競
技
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
競
技
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
ゴ
ル
フ
（
大
玉
村
：
６
月

６
日
実
施
）
、
弓
道
、
剣
道
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ

な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
、
デ
ィ
ス

ク
ゴ
ル
フ
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋

（
20
種
目
）

○
競
技
会
場　

福
島
市
内
各
会

場
（
弓
道
、
ゴ
ル
フ
、
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
を
除
く
）

○
競
技
参
加
資
格　

県
内
在
住

の
60
歳
以
上
の
方
（
昭
和
34
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
期
限　

ゴ
ル
フ
交
流
大

会
を
除
く
全
て
の
競
技
の
参
加

申
込
期
限
は
４
月
16
日
㈪
で
す
。

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
に
つ
い
て
は

５
月
11
日
㈮
た
だ
し
先
着
順
で

す
。

※
参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
観
覧
の
み

の
場
合
は
申
込
み
不
要
）

○
留
意
事
項　

第
31
回
全
国
健

康
福
祉
祭
と
や
ま
大
会
（
平
成

30
年
11
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で

開
催
）
へ
の
派
遣
選
手
は
、
本

大
会
の
成
績
等
を
参
考
に
選
考

さ
れ
ま
す
。

問
（
公
財
）
福
島
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

☎
０
２
４
・
５
２
３
・
２
１
３
１

問
福
島
県
高
齢
福
祉
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
１
９
７

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
し
ら
か
わ
！

（
公
社
）
白
河
青
年
会

議
所
創
立
60
周
年
記
念

事
業

　

本
年
、
我
々
（
公
社
）
白
河

青
年
会
議
所
は
創
立
60
周
年
を

迎
え
ま
す
。
昨
年
で
終
演
を
迎

え
た
「
大
昭
和
ま
つ
り
」
に
替

わ
る
、
人
々
が
し
ら
か
わ
地
域

を
好
き
に
な
れ
る
機
会
を
再
度

提
供
す
る
べ
く
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
し

ら
か
わ
！
～
親
・
子
・
孫
、
３

世
代
に
お
く
る
、
歌
の
き
ず
な

～
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の
う
た
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

○
開
催
日　

６
月
16
日
㈯

○
開
場　

14
：
00
～

○
開
演　

14
：
30
～

○
開
催
場
所

　

白
河
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス

問
白
河
青
年
会
議
所
事
務
局

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
８
２
８
９

※
10
：
00
～
16
：
00
土
日
祝
日

を
除
く

　

労
働
基
準
法
で
は
、
労
働
時

間
は
原
則
、
１
日
８
時
間
・
１

週
40
時
間
以
内
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
「
法
定
労
働
時

間
」
と
言
い
ま
す
。

　

「
法
定
労
働
時
間
」
を
超
え

て
、
従
業
員
に
時
間
外
労
働

（
残
業
）
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、

労
働
基
準
法
第
36
条
に
基
づ
く

労
使
協
定
（
36
協
定
）
の
締
結
、

労
働
基
準
監
督
署
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。

　

36
協
定
に
お
い
て
は
、
「
時

間
外
労
働
を
行
う
業
務
の
種

類
」
や
、
「
１
か
月
や
１
年
当

た
り
の
時
間
外
労
働
の
上
限
」

を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

時
間
外
労
働
を
行
う
場
合
に

は
、
予
め
、
使
用
者
と
従
業
員

の
代
表
の
方
が
36
協
定
を
締
結

し
、
そ
の
協
定
を
労
働
基
準
監

督
署
へ
届
け
出
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
白
河
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
３
９
１

募　
　

集

催　
　

し

Izumizaki-Country　Village Spring Plan　2018　3/1 ～ 4/30

春の歓送迎会・お食事会・女子会 予約承り中です！

日帰り宴会コース
お一人様（税込） 3,500円～ ※ 5名様より承ります。

※ ご予算に応じます。

小グループのお客様でも個室をご用意致します。
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福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

■内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■小児科

4
■歯科

15（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28・1001（白河市石阿弥陀）

田 口 医 院
☎24・1111（白河市郭内）

ひ ぐ ち 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎21・5307（矢吹町大久保）

22（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42・2040（矢吹町大久保）

あ り が ク リ ニ ッ ク
☎21・1311（白河市北中川原）

大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎22・2833（白河市中町）

29（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎21・2166（白河市老久保）

い が ら し 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎21・9111（白河市老久保）

た ま ち 歯 科 医 院
☎44・4889（矢吹町田町）

30（月） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21・5623（白河市立石山）

か ね こ ク リ ニ ッ ク
☎24・3111（西郷村道南東）

佐 久 間 歯 科 医 院
☎44・3118（矢吹町本町）

３（木） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22・2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42・2121（矢吹町本町）

佐 藤 歯 科 医 院
☎23・1184（白河市中山南）

４（金） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22・2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42・2121（矢吹町本町）

鈴 木 歯 科 医 院
☎22・6191（白河市立石）

５（土） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22・2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42・2121（矢吹町本町）

鈴 木 歯 科 医 院 （ 表 郷 ）
☎32・2029（白河市表郷金山）

６（日） 関 　 医 　 院
☎23・3003（白河市横町）

大 髙 整 形 外 科
☎23・9988（白河市昭和町）

す ず き 歯 科
☎44・5555（矢吹町八幡町）

５／

４／

今 月 の 行 事　　【４月10日～５月９日】

10
（火）

入園式
貯筋会

●可燃ごみ

11
（水）▲資源ごみ

12
（木）
13
（金）

第1回授業参観、PTA総会
●可燃ごみ

14
（土）

第15回いずみざき桜ウォーク
心配ごと相談所開設

休日窓口開庁日（役場・社協）

15
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

16
（月） 家庭訪問（16日～20日）

17
（火）

新入児平常保育
貯筋会
・ 全国学力・学習状況調査（6年）

●可燃ごみ

18
（水）▲資源ごみ

19
（木） なかよしクラブ

20
（金）

１歳６ヶ月児健診（中島村保健センター)
第１回授業参観、PTA総会、学年保

　護者会
●可燃ごみ■不燃ごみ

21
（土）

第1回PTA奉仕作業
休日窓口開庁日（役場・社協）

22
（日）

消防団春季連合検閲
休日窓口開庁日（役場・社協）

23
（月） 平常保育、給食開始

24
（火）

第1回授業参観、PTA総会、学年懇談
修学旅行（3年）
貯筋会

●可燃ごみ

25
（水）

修学旅行（3年）
学習旅行（1・2年）
なかよしクラブ自由参加日

▲資源ごみ

26
（木） 修学旅行（3年）

27
（金）

保育参観、PTA総会（平常保育）
成人学級開講式

●可燃ごみ

28
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

29
（日）

休肝日
体育協会長杯ソフトボール大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

30
（月）休日窓口開庁日（役場・社協）

5/1
（火）

水道料金第1期納入期限
村営住宅使用料4月分納入期限

貯筋会
家庭訪問①

●可燃ごみ

２
（水）

家庭訪問②
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

３
（木）休日窓口開庁日（役場・社協）

４
（金）休日窓口開庁日（役場・社協）

５
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

６
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

７
（月）

家庭訪問③
クック＆クッキング

８
（火）

6～8か月児健康相談（離乳食相談）
個人懇談会（8日～15日）
貯筋会
家庭訪問④

●可燃ごみ

９
（水）

休肝日
家庭訪問⑤

▲資源ごみ
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春
尽
き
て
手
紙
の
耳
を
揃
へ
を
く　
　
　
　
　

秀　

子

重
な
り
て
三
月
走
る
水
の
面　
　
　
　
　
　
　
　

々

山
中
に
春
ほ
と
ば
し
る
水
の
音　
　
　
　
　
　

和　

子

杉
の
木
の
高
さ
に
触
れ
て
春
の
雲　
　
　
　
　
　

々

一
山
を
音
な
く
出
づ
る
春
の
水　
　
　
　
　
　

秀　

治

春
光
の
中
よ
り
チ
ャ
イ
ム
走
り
く
る　
　
　
　
　

々

風
折
れ
の
枝
の
切
つ
先
谷
朧　
　
　
　
　
　
　

文　

子

春
の
山
ま
だ
低
音
の
背
後
よ
り　
　
　
　
　
　
　

々

春
雪
や
貝
の
形
の
は
つ
か
飴　
　
　
　
　
　
　

潤　

子

さ
へ
ず
り
の
一
音
森
に
水
の
音　
　
　
　
　
　
　

々

春
の
空
斑
に
苔
の
つ
く
林　
　
　
　
　
　
　
　

京　

子

木
の
芽
晴
一
日
ひ
か
り
産
毛
讃　
　
　
　
　
　
　

々

春
の
気
を
鎮
め
て
昏
し
楢
林　
　
　
　
　
　
　

光　

德

春
尽
き
て
折
れ
曲
り
ゆ
く
雑
木
林　
　
　
　
　
　

々

春
風
や
少
年
声
を
か
け
て
過
ぐ　
　
　
　
　
　

圭　

子

雪
解
を
待
ち
ゐ
て
広
さ
三
の
池　
　
　
　
　
　
　

々

春
光
の
な
が
る
ゝ
幅
を
沼
に
置
く　
　
　
　
　

光　

郎

梢
よ
り
春
の
日
下
り
て
動
か
ざ
り　
　
　
　
　
　

々

初
蝶
や
後
を
向
き
て
歩
く
人　
　
　
　
　
　
　

直　

子

走
り
根
の
こ
ぶ
の
遊
べ
る
春
日
和　
　
　
　
　
　

々

鑑
賞
句　

つ
く
し
ん
ぼ
人
形
に
声
な
き
が
よ
し�

中
西
夕
紀

　

春
の
野
に
人
形
を
相
手
に
一
人
遊
び
を
し
て
い
る
女
の
子
を
想
像
し
ま
し

た
。
人
形
が
言
う
で
あ
ろ
う
言
葉
を
声
音
を
変
え
な
が
ら
遊
ん
で
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
「
人
形
に
声
な
き
が
よ
し
」
な
の
で
す
。

　

�

　

（
五
十
嵐
直
子
）

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。

４Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

４ ４ ４
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H30.５.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H30.５.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H30.５.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） こ

ち
ら　

戸
籍
窓
口

お
悔
や
み

３月１日

現　　在

男 3,127
6,377 2,131

女 3,250

２月１日

現　　在

男 3,117
6,366 2,117

女 3,249

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

鈴
木　

こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん

（
康
志
さ
ん
・
沙
知
さ
ん
）

関
根　

悠ゆ
う
じ二

く
ん

（
一
樹
さ
ん
・
梨
沙
さ
ん
）

古
内　

誠ま
さ
む
ね宗
く
ん

（
智
さ
ん
・
さ
お
り
さ
ん
）

三
村　
　

緩
さ
ん
（
78
歳
）

鈴
木
キ
ミ
子
さ
ん
（
80
歳
）
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 星栄子さん（字踏瀬）
発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

平
成

30年
４

月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

広
報

い
ず
み
ざ
き

No.608

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

佐
川
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
（
字
富
内
）

菊
地
美み
れ
い玲
ち
ゃ
ん
（
字
前
寄
井
）

１：園長先生と一人ずつハイタッチをしてさようなら
をしました。２：最後のホームルームでの記念写真。
３：温かく見守ってくれた保護者に感謝の言葉を述べ
ながら卒業証書を手渡しました。

１ ２

３ ３

　私が泉崎にお嫁に来てから、も
う１３年がたとうとしています。
嫁いだばかりの頃は、不安な事ば
かりでしたが、今では友達も出来、
家族や周りの方々に支えてもらい
ながら、安心して生活が送られる
ようになってきました。
　もうすっかり泉崎の人間となっ
ています！
　私は、子供の頃から工作や裁縫
など何かを作って楽しむことが好
きで、いろいろな物を作って楽し
いんでいました。
　思い出に残っているのは、夏休
みの宿題で、よく紙粘土を使って、

ペン立てや花瓶を作ったり、夏ま
つりの様子を再現したこともあり
ました。
　特に裁縫は好きで、小さなぬい
ぐるみを作ったりもしていました。
　一つの事を夢中で取り組んでい
る時の集中力や無心になれること
が好きで、今の職業にも活かされ
ているのかなぁと思います。
　今は、毎日仕事や家事、子育て
に追われ、作って楽しむことが少
ないですが、時間がある時は、子
供にも作ってあげたいなぁと思っ
ています。 次回、五十嵐聡さんに

バトンタッチ！

206


